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処
せ
ず
、
官
民
挙
げ
て
総
合

的
に
捉
え
る
地
方
創
生
戦
略

チ
ー
ム
が
必
要
と
思
う
が
、

い
か
が
か
？

情
報
提
供
に
つ
い
て

は
、
施
策
を
総
合
戦

略
に
当
て
は
め
た
形
で
住

民
の
皆
さ
ま
に
お
示
し
し
た

い
。
担
当
課
と
協
議
の
上
、

広
報
へ
の
掲
載
な
ど
を
検
討

し
た
い
。
村
に
は
産
業
振
興

会
議
を
は
じ
め
、
行
政
や
民

間
お
り
ま
ぜ
た
会
議
体
が
あ

る
。
様
々
な
分
野
別
の
会
議

で
検
討
さ
れ
た
こ
と
を
、
必

要
に
応
じ
て
他
の
分
野
に
も

情
報
提
供
・
共
有
で
き
る
仕

組
み
が
必
要
。
そ
の
上
で
地

方
創
生
戦
略
チ
ー
ム
が
必
要

と
判
断
さ
れ
れ
ば
検
討
し
た

い
。

●
木
村
諭
史

１
日
（
水
）

　

議
会
事
務
局
に
『
漁
業
の

理
論
と
実
際
』
（
書
名
）
を

取
り
に
行
く
。
よ
く
温
泉
で

お
会
い
す
る
方
の
献
本
。

２
日
（
木
）

　

多
世
代
交
流
事
業
に
参

加
。
飛
行
機
最
終
便
で
上
京

す
る
。

３
日
（
金
）

　

秋
葉
原
で
廃
小
学
校
を

ア
ー
ト
及
び
交
流
拠
点
に

改
修
し
た
『
ア
ー
ツ
千
代

田
３
３
３
１
』
を
見
学
。
カ

フ
ェ
、
イ
ベ
ン
ト
展
示
ス

ペ
ー
ス
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
研

究
室
に
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
ま

で
あ
る
。

４
日
（
土
）

　

千
葉
大
学
に
て
社
会
人
向

け
『
都
市
環
境
情
報
演
習
』

最
終
講
義
を
５
時
間
。
ロ

ボ
ッ
ト
を
作
れ
る
レ
ゴ
ブ

ロ
ッ
ク
と
簡
単
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
き
る
ソ
フ
ト
が
組
み
合

わ
さ
っ
た
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー

ム
Ｅ
Ｖ
３
の
キ
ッ
ト
を
使
用

す
る
。

５
日
（
日
）

　

飛
行
機
で
帰
島
直
前
、
神

津
島
に
赴
任
し
た
七
信
の
支

店
長
と
話
す
。
昼
過
ぎ
に
出

社
し
、
翌
日
か
ら
の
来
客
の

試
験
の
準
備
。

６
日
（
月
）

　

新
潟
よ
り
３
日
間
の
日
程

で
３
名
の
来
客
。
会
社
の
研

究
施
設
で
立
ち
会
い
の
も
と

委
託
試
験
を
行
う
。

７
日
（
火
）

　

前
日
に
同
じ
。

●
前
田
卓
秀

８
日
（
水
）
～
14
日
（
火
）

　

平
均
的
な
日
常
を
記
す
。

　

朝
８
時
頃
に
羽
伏
浦
に
行

き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
波
情
報

を
発
信
。
こ
れ
は
ほ
ぼ
毎

日
、
実
践
。

　

午
後
か
ら
美
容
院
を
開
店

し
、
夜
10
時
ま
で
営
業
。
こ

の
中
で
来
客
か
ら
村
に
対
す

る
意
見
や
要
望
を
聞
き
、
ま

た
村
内
で
声
の
あ
っ
た
住
民

か
ら
も
同
様
の
対
応
。
こ
れ

ら
を
村
に
伝
え
、
善
後
策
を

求
め
、
そ
の
結
果
を
当
事
者

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
日
々

繰
り
返
し
て
い
る
。

●
山
本　

均

15
日
（
水
）

　

パ
ソ
コ
ン
を
開
い
て
政
治

資
金
収
支
報
告
書
の
作
成

の
。
午
後
３
時
か
ら
社
協
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

16
日
（
木
）

　

代
船
の
２
便
で
式
根
島

へ
。
同
輩
の
葬
儀
に
出
席
。

17
日
（
金
）

　

住
民
か
ら
ゴ
ミ
集
積
場
の

増
設
の
依
頼
が
あ
り
、
実
態

把
握
の
た
め
の
写
真
撮
影
。

10
カ
所
ほ
ど
回
る
が
、
足
り

て
い
る
模
様
。

18
日
（
土
）

　

活
動
紙
の
パ
ソ
コ
ン
打

ち
。
中
々
は
か
ど
ら
な
い
。

19
日
（
日
）

　

読
書
「
無
私
の
日
本
人
」

と
「
そ
れ
で
も
、
日
本
人
は

「
戦
争
」
を
選
ん
だ
」
。

20
日
（
月
）

　

議
事
の
録
音
を
起
こ
し
活

動
紙
の
パ
ソ
コ
ン
打
ち
。

21
日
（
火
）

　

午
前
中
は
庭
の
草
取
り
や

鉢
の
手
入
れ
な
ど
の
ル
ー

テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
。
午
後
は
昨

日
に
続
き
パ
ソ
コ
ン
打
ち
。

議
員
の

    

月
間
リ
レ
ー
日
記

２月
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●
前
田
邦
弘

22
日
（
水
）

　

９
時
か
ら
役
場
会
議
室
に

て
出
納
監
査
。
そ
の
後
、
議

長
室
で
三
宅
会
の
打
ち
合
わ

せ
。23

日
（
木
）

　

午
前
中
、
先
日
の
村
長
と

の
話
し
合
い
の
件
で
数
人
の

漁
師
と
打
ち
合
わ
せ
。

24
日
（
金
）

　

最
近
、
若
郷
下
水
処
理
施

設
が
臭
い
が
出
る
と
聞
き
、

現
状
視
察
。

25
日
（
土
）

　

親
戚
に
不
幸
が
あ
り
、
手

伝
い
。

26
日
（
日
）

　

昨
日
に
同
じ
。

27
日
（
月
）

　

午
前
中
、
議
長
と
議
長
室

で
打
合
わ
せ
。

28
日
（
火
）

　

午
前
中
、
議
会
運
営
委
員

会
に
出
席
。

議長の目ランド
アイ

２０１１年から３月１１日に発生した東日本大震災で福島第１原子力発電

所の事故から６年が過ぎたが、原発の近隣地域においては帰宅困難な所

が未だに相当数ある。又、「避難解除されても元の場所に帰るのか」とのア

ンケートでは、「帰る」と答えた人は６０歳以上の高齢者が殆どで、若い人

たちは子供の将来の事や、避難先で生活基盤が出来ている等の理由で帰

らない、帰りたくないという意見が多かったと報道していました。

　今まで日々平穏な生活を営んでいたのが一変して、永年住み慣れた我

が家を後に避難しなければならない状況になった時の胸中は、いかばかり

か計り知れない気持ちになります。

日本には５４基の原発があるそうだが、万が一九州地方や西日本で同じ

ように原発事故が起きたらと思うとゾッとする。

人間が作る者で絶対安心安全だという物は無いと思う。何故なら一旦自

然が牙を剥けば為す術がないからです。過去に世界でも大きな原発事故が

起きている。

１９７９年　アメリカのスリーマイル島原発事故　レベル５

１９８６年　旧ソビエト連邦のチェルノブイリ原発事故　レベル７

この他にも小さな事故から中程度の事故は枚挙にいとまがないほど起

きている。

国際原子力機関が定める事象評価尺度では次のようになっている。

　レベル１～３ 異常事象

　レベル４～７ 事故

　レベル4 事業所外への大きなリスクを伴わない事故

　レベル5 事業所外へのリスクを伴う事故

　レベル6 大事故


